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S h o r t R e p o r t
東日本大震災により生じた荒廃地の有効利用に関する研究
―宮城県亘理町砂質土壌における早生ヤナギの成長と水分挙動の解明― 





2011 年 3 月に発生した東北地方太平洋沖地震は，
青森県から千葉県までの沿岸 6 県において生活空間，
公共交通機関，産業基盤に甚大な被害を与えた．中
でも宮城県の被害面積は 約 15,000 ha と，最も被害
が大きかった東北地方には被災農地の 97％（水田１



























場において，早生ヤナギ 4 系統(以下，KKD, FXM, SEN, HB471)を用いて試験を行った．処理区としてマルチ施用区・無施用区を設
定し，栽培期間中にテンシオメーターによる土壌水分の連続測定を行うと共に，土壌硬度分布の測定および採取した土壌の理化学性
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（Salix pet-susu） （系統名 KKD，HB471），オノエ
ヤナギ（S. sachalinensis） （系統名 SEN），ホソバ
コウリュウ（S. pseudolinearis） （系統名 FXM）の
3 品種 4 系統のヤナギを供試した．これらのヤナギ
は，本学フィールド教育センターおよび大仙市内圃





g/m2 を全面に施用し，30 cm まで全層混和した．4
月 28 日に挿し木（個体長 30cm，地上部 10cm）によ
り 4 系統各 144 本ずつ，計 720 本を植栽した．畝幅




ルチ無区で各系統 8~10 本を 2 列ずつ，乱塊法にて
植栽した（計 4 連）．また 2015 年 5 月 28 日に補植
を行った．
生育調査
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根の分布について，既往の県内圃場も含め 2015 年




を深度 10-50 cm（10cm 間隔）にて埋設した．2015




てデータが得られた 2015 年 9 月 16 日～2015 年 11
月 17 日のデータを解析に供した．
土壌化学性の測定





 分析は pH をガラス電極法で，電気伝導度（EC）











4 月の定植時には 10cm であった樹高は両処理区，
全系統において 8 月までは急激に，その後緩慢な増




図 2 ヤナギ 4系統の樹高の変化(n=4) 
平均値±標準偏差．◆◇は KKD 系統，■□は HB471
系統，▲△は SEN系統，●○は FXM 系統を示し，黒
塗りはマルチ有区を白塗りはマルチ無区を示す． 






















KKD 1.3±0.1 2.7±0.5 2.2±0.1
HB471 0.9±0.1 1.8±0.5 1.8±0.1
SEN 1.1±0.2 2.2±0.5 2.2±0.2
FXM 1.3±0.2 2.1±0.4 2.0±0.2
平均値±標準偏差．*佐藤(2013)，**中川(2014)より改変．
土壌水分の変化





















石川祐一ら／秋田県立大学ウェブジャーナル B ／ 2016, l. , 206-213
石川祐一ら/秋田県立大学ウェブジャーナル B/2016, vol. 3, 1-5. 
- 4 - 
マルチ無区と比較して乾燥が進む傾向にあった反面，
降雨後に急激に上昇する傾向も見られた．一方でマ
ルチ無区では深度 10, 20cm ともに 0～-5kPa の値で
安定していた．また，筆者らが 2014 年に予備的に大
仙市で行った同様の土壌水分測定結果を図 4 に示す．
図 3，4 ともに乾燥時の水分張力は，約-40kPa と同
程度であった．




ルチ無区が破線で，深度 10cmを淡色で深度 20cm を
濃色で示した． 




ルチ無区が破線で，深度 10cmを淡色で深度 20cm を
濃色で示した． 
土壌硬度分布









 土壌養分の深度別分布を図 6 に示した．EC は深度
で比較すると，マルチ有区の深度 5cm で最大の





 全窒素も EC と同様に，深度 5cm で最大の




 カリウムについては，マルチ有区の深度 5cm で
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 貫入抵抗はいずれの区においても深度 10cm 以深
で顕著に大きくなった（図 5）．中津ら（2004）は
図 6　主な土壌理化学性の深度分布 
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仙市圃場定植後 1 年目樹高の 47.0%（SEN）～65.6%
（FXM）となった（表 1）．大仙市圃場の収量は約
7.28（FXM）～12.16（KKD） Mg D.W./ha/2 年であ
った（石川ら，投稿中）．このまま同様の成長曲線
に沿って成長すると仮定すると，2 年栽培後の収量
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Effective Usage of Abandoned Land after the Great East Japan Earthquake 
Growth of fast-growing Salix and investigation of water movement in sandy soil at Watari-cho in 
Miyagi Prefecture, Japan 
Yuichi Ishikawa1, Moe Sato1, Atushi Hayakawa1, Yasuji Kurimoto2, Hideo Sugimoto3,  
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241-438 Kaidobata-Nishi, Shimoshino-Nakano, Akita, Akita 010-0195, Japan. E-mail: yu_ishikawa@akita-pu.ac.jp 
To effectively use the abandoned lands after the Great East Japan Earthquake, we focused on the biomass production of fast-growing Salix instead 
of agricultural production and conducted a cultivation trial. Four clones of fast-growing Salix (i.e., KKD, FXM, SEN, and HB471) were tested in 
the sandy soil of a Tsunami disaster area at Watari-cho in Miyagi Prefecture, Japan. Mulching was applied as a treatment. The soil water matric 
potential was recorded throughout the growing season, and soil hardness profiles and soil properties were determined. The FXM clone showed the 
best growth out of the four clones; this was not consistent with the previous results. Thus, this clone appeared to grow better in sandy soil. Mulch 
application was vital because the growth of Salix with and without mulch was significantly different. Mulch contributed to weed protection, soil 
water holding, and prevention of nutrient leaching. The growth of the Salix reached only 47.0% (SEN) to 65.6% (FXM) because the soil 
underneath was hard and the effective water level was relatively small. Amelioration of physical properties of soil is indispensable for the increase 
of biomass production. 
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